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恵みの沼をふたたび恵みの沼をふたたび恵みの沼をふたたび

＊ふだんの水の量が減っています。

＊水害が発生しやすくなっています。

＊水にふれる場所が少なくなっています。

＊生き物が少なくなっています。

＊水が汚くなっています。

１：湧水を増やすために、雨水を地下に浸透させましょう。

２：家庭から出る水の汚れを減らしましょう。

３：人や環境にやさしい農業を進めましょう。

４：ふるさとの自然を大切にしましょう。

７：かつてあった水草を再生します。

８：流域市民の自主的な行動を支援します。

５：治水事業を進めますが、それぞれの敷地でも水を貯留・
　　浸透させましょう。

６：親しみのある水辺を整備します。

　印旛沼は、湖沼の水質として全国ワースト上位が続き、多様な生態系を支える水辺環境は喪失し、

浸水被害が頻発するなどの多くの問題をかかえています。沼の再生には、流域の住民や市民団体・企業・

行政などがそれぞれの役割を認識し、連携・協働する必要があります。

　流域が一体となって取り組む機運をさらに高めるために「印旛沼環境・体験フェア」を開催します。

印旛沼の水辺からまちづくりをみなさんで考えましょう！

本イベントの目的

　このたび、約20年後の2030（平成42）年度を目標年次とした「恵みの沼をふたたび・印旛沼流域水循

環健全化計画」を作成するに至りました。

　この計画は、住民、市民団体、企業、学校、水利用者、行政（市町・県・国）をはじめとする全ての関係

者が共有できる印旛沼とその流域の将来ビジョンを描き、その達成に向け、それぞれの役割分担を明確

にした101の具体的施策を定めたものです。

　この計画では、水循環※の視点、流域の視点から諸問題を総合的に解決することとしています。

※水循環：流域の水の流れと循環のこと。さらには、水の流れの過程で生じる諸現象を総合的に捉えること。

　　　　　治水・利水・水質・生態系・親水などが適切なバランスをとって共に確保されている状態を、流域の健全な水循環系といいます。

印旛沼とその流域で起きている問題と取り組み

印旛沼流域水循環健全化計画
（平成２２年１月策定）

問　題 取り組み

①開催日時 ・印旛沼環境・体験フェア

　平成22年８月28日（土）

　　※雨天時：翌29日（日）

　10:00〜15:00

②場所 ・佐倉ふるさと広場

④募集区画 ・約30区画/１区画 約3.0m×3.0m

・定員になり次第締め切ります。

⑤詳細並びに申し込みは下記ウェブサイトをご覧下さい。

③出店料 ・無 料
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